







ー「ナダレンジャー 」 でなだれはガッテン(1) -
極城水循現モデルチーム長






















シミュレー ター 「ナダレンジャー 」 で
す。




























手乗り型のナダレンジャー 3 号 （長さ8 cm、
高さ1C皿幅0.9cm)。液体は水、粒子はポリ
スチレンの粉末。手のひらの上で凶暴ななだ
れの赤ちゃんが誕生しました。
ー ズの代わりに発泡スチロールの軽い
粒子を流すとあら不思議。無秩序な粒
子の集団はまるで生き物のように先頭
に頭、後ろに尻尾を持つミニチュアの
なだれに変身します。もちろん種も仕
掛けもありません。
なだれの法則
この頭と尻尾を持ったまるで生き物
のような構造が、巨大な実物とミニチ
ュアを結びつけるとても大事な物差し
なのです。なだれの構造は斜面の長さ
と、斜面が無限に長かった場合になだ
れの持ちうる最大の速さで決まり、速
いなだれには長い斜面が必要になりま
半円筒形の斜面を蛇行しながら流れ落ちる
発泡スチロー ル粒子のなだれ。
ピンポン球なだれ
す。空気中のl mの斜面には発砲スチ
ロールのような軽くて遅い粒子が必要
だったのです。ナダレンジャー はガラ
スビー ズの速度を水の抵抗力で小さく
することで短い斜面でも頭と尻尾がで
きるようにしてあるのです。
のスキージャンプ競技場の着地
斜面で行う模擬なだれ実験がゴルフボ
ールではなくピンポン球でなければな
らないのも、この頭と尻尾を持った生
き物みたいななだれを作るためなので
す。
では、 「なだれの法則」で生き物が
生まれるのはどうしてか、というのは
次号で。
なお、ナダレンジャーは現在、サイ
エンスキャンプ、防災科学実験教室、
つくば科学出前レクチャー 、 つくば科
学フェステイバルなどで体験できるほ
か、立山カルデラ砂防博物館、富山市
科学文化センター 、 防災科学技術研究
所 ・長岡雪氷防災実験研究所に展示さ
れています。
（問い合わせ先：極域水循環モデルチ
ーム長 納口恭明）
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